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実際にアンケートでは次のような意見がありました
～うれしかったこと・困ったことアンケート結果より～

　孫を預かる・預けることで、祖父母は孫と会える、孫との会話が楽しみなど、父母は子どもを預ける
ことで少しでも時間ができるなど、お互いのメリットが一致しているところがありました。
　逆に孫の食べるもののことや祖父母と父母の育児の意識の違いが、お互いに困っていることとして多
く挙げられています。その中で父母の意見として、昔の育児を押し付けられているように感じていると
の回答もあり、今と昔の育児の変化はお互いに理解していなければならないことかもしれません。

　昔と今では、子育ての常識も変化しています。世代によって考え方が違うことも
自然なこと。また、親が育児の希望等を祖父母へ伝えておくことも必要です。昔と
今の違いを共有し、子育て・孫育てに役立てましょう。

　共働き世代が増加している現在は、周囲からのサポートを必要としているお父さん、お母さんも増えてい
ます。そんななか、祖父母は最も身近で何でも言える頼りになる存在だといえます。そんな祖父母につい甘
えてしまうのも事実。しかし祖父母にも生活のリズムがあり、孫を預かることで負担があるかもしれませ
ん。預かってもらうことを当たり前とせず、適度な距離感をもって父母から感謝の気持ちを伝えましょう。
　父母、祖父母が協力して育児・孫育てすることがなによりも子どものためになるのではないでしょうか。

○子育てで困ったときの相談窓口
　福祉課子育て支援係　　　☎33-5618
　串木野健康増進センター　☎33-3450

○急な病気に困ったら・・・
・鹿児島県小児救急電話相談　＃8000
　　　　　　　ダイヤル回線　☎099-254-1186
　休日・夜間の子ども（15歳未満）の急病や病院受診の相談に
　看護師が応じます
　　　　　　　月～土　19：00～翌朝8：00
　　　　　　　日・祝・年末年始　8：00～翌朝8：00

昔 今
だっこ

「抱きぐせ」をつけると赤ちゃんがだっこを
求めて泣くようになり手がかかる。

だっこは大事なスキンシップ。心の成長に必
要だからたくさんだっこしたほうがいい。

箸やスプーンの共有
大人が噛み砕いた食べものを離乳食として子
どもに食べさせていた。大人が使っている箸
やスプーンで食べさせることも普通だった。

生まれたばかりの赤ちゃんの口にはむし歯菌
はおらず、大人から感染することがわかって
きた。そのため、箸やスプーンは共有しな
い。周囲の大人は自身の口の中をむし歯のな
い清潔な状態に保つ。

甘い食べものの摂取

すくすくクラブ子育て広場
きらきら市立図書館さわやか子育て

支援センター名称

毎週火曜
10：00～ 12：00

毎週木曜
10：00～ 12：30

9:00 ～ 19:00（土・日・
月曜は 17:00 まで）

「子育てひろば」に毎月
掲載しています。日　時

乳歯がむし歯になっても、子どもがぽっちゃ
りしていても気にしない親が多かった。

糖分の多い食べものをだらだらと食べるとむし
歯や肥満の原因になる。おやつは甘い物ばかり
にならないよう工夫し、食事のリズムを崩さな
いよう決めた時間にだけ食べるようにする。

市来保健センター酔之尾東団地集会所市立図書館太陽保育園 2階場　所
担当　上野さん
☎080-1717-2305

市役所福祉課
☎33-5618

串木野本館　☎33-5655
市来分館　　☎21-5800

さわやか子育て支援
センター　☎33-0192問合せ

予約不要予約不要

・毎月第 2 日曜（11:00
～ 11:30）は「乳幼児
向けひよこ絵本」があ
ります。詳しくは広報
紙をご覧ください。
・予約不要

・要予約
・年 2回「おじいちゃん・
おばあちゃんと遊ぼう」
の日がありますので、お
問い合わせください。

備　考

・情緒が安定する
・自己肯定感が育まれる
・いろいろな考え方ができるよう
になる

孫

孫を通してかかわりあう
ことで、病気になったり
介護が必要になった時に
お互いに支えあうことが
できる

家族全体の
メリット

・子育て負担の軽減
・子どもへの好影響
・子育てと仕事の両立
・よい親子関係

父母
・老化防止
・地域住民とのつながり
ができる
・セカンドライフの充実

祖父母

・昔の育児を押し付けられる
・食べかけのものを食べさせようとす
る、同じ箸で食べさせようとする
・なんでも食べさせるのはやめてほしい

父母

・子どもの顔を見に来てくれる
・体調の悪い時、買い物の時など少しの
時間でも預かってもらえるとうれしい
・昔と違う子育てのことに理解があっ
て助かった

父母
・孫と触れ合える
・孫とのおはなし
・孫からの電話が楽しみ
・孫を預かった時に「ありがとう」「助
かった」と言われた

祖父母

・孫が遊びに来た時におやつを食べす
ぎてしまう
・好き嫌いがあるので、孫を預かった
時の食事メニュー

祖父母

　「孫育て」とは祖父母が父母の子育てをサポートすることです。祖父母が子育てのサポートをすること
で、父母はもちろん、祖父母にも、そしてお孫さんにもとてもメリットがあります！

困ったこと

うれしかったこと

子育ての昔と今

孫と一緒に出掛けよう！

孫育てを支えるサービスがあります

変わったこと（主なもの）

「孫育て」はいいことがいっぱい
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２億８,３５９万円の効果!!

※その他、国民宿舎吹上浜荘及び市来温泉センターの民間譲渡（平成30年4月から建物は

　無償譲渡、土地等は無償貸付）や「公共施設等総合管理計画」を推進するため、「個別施設

　計画策定方針」を策定しました。

いちき串木野市の行政改革

平成29年度のいちき串木野市の行政改革の成果について公表します。

平成30年度も行政改革に積極的に取り組みます!!

※　詳しくは、市ホームページの行政改革の成果及び実績報告をご覧ください。

★歳出の削減 6,716万円

・定員適正化計画の着実な推進

・市長等特別職の減額継続、管理職手当の削減

・消耗品など経常的物件費の削減

★歳入の確保 2億1，643万円

・ふるさと納税制度の活用と推進

・未利用となっている市有地の売払い

・市税等の徴収強化（夜間徴収、日曜窓口設置、差押物件公売等の

　実施）

２億８,３５９万円の効果!!
目標額(1億862万円)に対し261％達成!!

総務課（☎33-5626）政策課（☎33-5634）
地 方 創 生

10,000
平成22年

（2010年）
平成27年

（2015年）
平成32年

（2020年）
平成37年

（2025年）
平成42年

（2030年）
平成47年

（2035年）
平成52年

（2040年）
平成57年

（2045年）
平成62年

（2050年）
平成67年

（2055年）
平成72年

（2060年）

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
（人）

何も手を打たなかった場合（社人研推計人口）

総合戦略に取り組んだ場合（独自推計人口）

施策効果　9,551人増加

総合戦略で人口減少
を緩やかに

31,142

29,298

28,279

27,582

27,415

25,843

26,741

24,080

26,118

22,351

25,539

20,644
18,957

25,001 24,566

17,392

24,282

15,947

24,145

14,594

■まちの人口が半分になる予測
　国立社会保障・人口問題研究所が平成24
年1月に発表した将来人口推計は、日本に大
きな衝撃を与えました。何も手を打たなけれ
ば2060年の日本の人口は8,674万人まで
減少。本市でも、平成22年の国勢調査時人
口31,142人が、約半分の14,594人になる
と推計されました。
　活力ある地域経済を維持していくために、
人口減少のスピードに歯止めをかけ、取り組
むべきことをまとめたのが「いちき串木野市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」です。

■総合戦略の着実な実施で本市の将来人口24,000人程度を目指します
　本市では、人口構成や社会的要因などから人口減少は避けられません。人口減少が進む中、2060年の人口
を24,000人程度とすることを目標に、総合戦略で取り組みを進めています。
　総合戦略では全部で49事業を実施しています。この49事業は、毎年、外部委員による評価を受け、事業の着
実な実施に努めています。
　今後も、産学官金一体となって総合戦略を推進し、地域活性化へ繋げていきます。

※1　総合戦略の数値目標及び重要業績評価指数（ＫＰＩ）から一部抜粋
　 　（　）内の数値は目標値
※2　Ａ評価…取り組みを実施したもしくは実施中　　Ｂ評価…取り組みを一部実施
　　　Ｃ評価…方針、具体策を検討中　　　　　　　　Ｄ評価…未着手または施策の見直しが必要

・住宅など生活環境の整備
・地域コミュニティ活性化
・安心安全なまちづくり
・持続可能な環境エネルギー
　社会への転換

・結婚、妊娠、出産、子育て支援
・教育の充実と人材育成

・産業全般の底上げ
・新産業、成長産業の創出
・地域経済を担う人材確保と育
　成強化

・空き家バンク契約件数
　7件（20件）
・まちづくり計画事業実施地区
　16地区（16地区）

・子育て世帯の転入世帯数
　7件（20件）
　※転入者住宅補助制度活用件数
・出生数　171人（210人）
・ファミリーサポートセンター
　登録者数　33人（30人）

・6次産業化への取組件数
　累計5件（累計5件）
・地域資源による新商品開発
　数　累計7件（累計5件）

全13事業
Ａ評価……12事業
Ｂ評価……  1事業
Ｃ評価……  0事業
Ｄ評価……  0事業

全14事業
Ａ評価……11事業
Ｂ評価……  3事業
Ｃ評価……  0事業
Ｄ評価……  0事業

全22事業
Ａ評価……16事業
Ｂ評価……  5事業
Ｃ評価……  1事業
Ｄ評価……  0事業

まち・ひと・しごと創生総合戦略　3本の柱
子育て世代に選ばれ将来を担う

ひとづくり
時代にあった、誰もが生活しやすく安心して暮らせる

まちづくり
産業振興による定住できる

しごとづくり

事
業
評
価

※2

取
組
内
容

29
年
度
取
組
結
果
※1

人口減少に歯止めを
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総合戦略に取り組んだ場合（独自推計人口）

施策効果　9,551人増加

総合戦略で人口減少
を緩やかに

31,142

29,298

28,279

27,582

27,415

25,843

26,741

24,080

26,118

22,351

25,539

20,644
18,957

25,001 24,566

17,392

24,282

15,947

24,145

14,594

■まちの人口が半分になる予測
　国立社会保障・人口問題研究所が平成24
年1月に発表した将来人口推計は、日本に大
きな衝撃を与えました。何も手を打たなけれ
ば2060年の日本の人口は8,674万人まで
減少。本市でも、平成22年の国勢調査時人
口31,142人が、約半分の14,594人になる
と推計されました。
　活力ある地域経済を維持していくために、
人口減少のスピードに歯止めをかけ、取り組
むべきことをまとめたのが「いちき串木野市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」です。

■総合戦略の着実な実施で本市の将来人口24,000人程度を目指します
　本市では、人口構成や社会的要因などから人口減少は避けられません。人口減少が進む中、2060年の人口
を24,000人程度とすることを目標に、総合戦略で取り組みを進めています。
　総合戦略では全部で49事業を実施しています。この49事業は、毎年、外部委員による評価を受け、事業の着
実な実施に努めています。
　今後も、産学官金一体となって総合戦略を推進し、地域活性化へ繋げていきます。

※1　総合戦略の数値目標及び重要業績評価指数（ＫＰＩ）から一部抜粋
　 　（　）内の数値は目標値
※2　Ａ評価…取り組みを実施したもしくは実施中　　Ｂ評価…取り組みを一部実施
　　　Ｃ評価…方針、具体策を検討中　　　　　　　　Ｄ評価…未着手または施策の見直しが必要

・住宅など生活環境の整備
・地域コミュニティ活性化
・安心安全なまちづくり
・持続可能な環境エネルギー
　社会への転換

・結婚、妊娠、出産、子育て支援
・教育の充実と人材育成

・産業全般の底上げ
・新産業、成長産業の創出
・地域経済を担う人材確保と育
　成強化

・空き家バンク契約件数
　7件（20件）
・まちづくり計画事業実施地区
　16地区（16地区）

・子育て世帯の転入世帯数
　7件（20件）
　※転入者住宅補助制度活用件数
・出生数　171人（210人）
・ファミリーサポートセンター
　登録者数　33人（30人）

・6次産業化への取組件数
　累計5件（累計5件）
・地域資源による新商品開発
　数　累計7件（累計5件）

全13事業
Ａ評価……12事業
Ｂ評価……  1事業
Ｃ評価……  0事業
Ｄ評価……  0事業

全14事業
Ａ評価……11事業
Ｂ評価……  3事業
Ｃ評価……  0事業
Ｄ評価……  0事業

全22事業
Ａ評価……16事業
Ｂ評価……  5事業
Ｃ評価……  1事業
Ｄ評価……  0事業

まち・ひと・しごと創生総合戦略　3本の柱
子育て世代に選ばれ将来を担う

ひとづくり
時代にあった、誰もが生活しやすく安心して暮らせる

まちづくり
産業振興による定住できる

しごとづくり

事
業
評
価

※2

取
組
内
容

29
年
度
取
組
結
果
※1

人口減少に歯止めを
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※職員数には特別職及び短時間の再任用職員は含めません。

いちき串木野市職員 人事行政の運営状況

1．職員数に関する状況

2．職員の人事評価について

総務課（☎33-5625）

　年度初めに、それぞれの職員が業務に対する目標を定めて目標管理シートに記入し、年度末には所属長との
面談で、目標を達成できたかの確認を行っています。所属長は、職員の実績・能力・勤務態度等を評価し、職員の
昇任・異動等にあたっての参考資料として活用しています。
　なお、平成30年度から効果的な人材育成の推進及び組織の強化を図るため、人事評価制度の見直しを行っ
ています。

●退職・採用職員数

3．職員の給与状況

●人件費の割合（平成29年度一般会計決算） ●職員給与費の状況（平成29年度一般会計決算）

職員数 331人　（単位：千円）住民基本台帳人口 28,202人（平成30年3月31日時点）

歳出額のうち、人件費を占める割合は約15.2％

（単位：人） （単位：人）

一般行政職
消　防　職
保 健 師 職
技能労務職
計

14
2
0
0
16

1
0
0
0
1

19
0
0
1
20

△4
2
0

△1
△3

区　　分 平成30年度
採　　用

平成29年度
中途採用

平成29年度
退　　職 増 減

●部門別職員数 （単位：人）

区　　分

●職員の平均給料月額・平均年齢

一般行政職
技能・労務職

平均給料月額
330,218円
323,146円

一般行政
部門

特別行政
部門

公営企業
会計部門

H29.4.1時点 H30.4.1時点 増　　減 主な増減理由
議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

5
60
21
33
21
0
22
12
21
195
48
48
96
9
5
23
37
328

5
60
19
32
20
0
23
13
23
195
45
48
93
9
5
23
37
325

0
0

△2
△1
△1
0
1
1
2
0

△3
0

△3
0
0
0
0

△3

短時間再任用への切替
退職者不補充

短時間再任用への切替

一般職員の配置
業務増
業務増

嘱託職員等への転換

●平成30年度再任用者数

一般行政職
技能労務職
計

0
0
0

0
0
0

区　　分
常　　勤

再任用 （更新）
8
4
12

3
3
6

短時間勤務
再任用 （更新）

総　合　計

00
歳出額

17,871,950

人件費

2,723,997

5,000,000

10,000,000

15,000,000
（単位：千円）

※実質収支 446,373千円
※特別職及び議員に支給される給料及び報酬、職員に
　支給される給料及び手当、地方公務員共済組合負担
　金、退職手当負担金等が含まれます。

※職制上の段階・職務の級等による加算措置あり
※（　）内は再任用職員に係る支給割合
※国の制度と同様

※一人あたりの給与費 6,086千円
※児童手当及び退職手当負担金は職員手当に含まれ
　ません。
※特別職の給与費も含まれます。

1,319,931
65.5％

524,600
26.1％

169,790
8.4％

6級（課長・参事）

給料
職員手当
期末勤勉手当

5級（課長補佐・主幹）
4級（係長・主査） 3級（主任）
2級（主事） 1級（主事・主事補）

平均年齢
44.3歳
51.3歳

●初任給（一般行政職）

大　学　卒
高　校　卒

いちき串木野市職員
168,600円
147,100円

国
179,200円
147,100円

●経験年数・学歴別平均給料月額（一般行政職）

大　学　卒
高　校　卒

10～15年未満
257,040円
251,400円

15～20年未満
304,100円
278,866円

20～25年未満
357,267円
308,400円

●職員手当の状況
【期末手当・勤勉手当（平成29年度支給割合）】

６月期

期末手当 勤勉手当 計

※その他加算措置 定年前早期退職特別措置（２%～45%）
※退職時特別昇給 なし
※国の制度と同様

【退職手当（平成29年度支給割合）】

勤続25年 29.145月分

自己都合 勧奨・定年

12月期

計

1.225月分
（0.65月分）

0.85月分
（0.4月分）

2.075月分
（1.05月分）

1.375月分
(0.8月分)

0.95月分
(0.45月分)

2.325月分
(1.25月分)

2.6月分
(1.45月分)

1.8月分
(0.85月分)

4.4月分
(2.3月分)

勤続35年

最高限度

41.325月分

49.59月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

級別職員数（一般行政職）

43人
21.2％

71人
35.0％

29人
14.3％

26人
12.8％

7級（課長）1人 0.5％22人
10.8％

11人
5.4％
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●主な特別休暇等
種　別 取得可能期間

骨髄移植のための休暇
ボランティア休暇
結婚
保育休暇
妻の出産
子の看護のための休暇
父母の祭日（法要）
夏季休暇

必要と認められる期間
5日以内
5日以内
1日2回、1回30分
5日以内
5日以内
1日以内
3日以内

※主な手当の名称  福祉手当、税務手当、特殊作業従事手当

22.0%
2,339円

13

【時間外勤務手当（一般会計）平成29年度決算】【特殊勤務手当（一般会計）平成29年度決算】
51,211千円

16,043円
職員全体に占める手当支給者の割合
支給職員1人あたりの平均支給月額

手当の種類

支給総額
支給職員1人あたりの平均支給月額

【扶養手当・住居手当・通勤手当の支給】

※通勤手当は国の制度と異なる。 ※市長10％、副市長5％、教育長1％の減額を
　実施しています。

区　　　分 支給月額
6,500円

10,000円
6,500円

5,000円

配偶者以外扶養
手当

子
父母等

扶養家族のうち子１人につき
（16歳に達する年度初め～22歳に達する年度末）

配偶者

【特別職の報酬等（平成30年4月1日現在）】

808,000円
638,000円
590,000円
387,600円
304,200円

290,700円

281,000円

区　　分
給料・報酬（月額）

本　則
727,200円
606,100円
584,100円
387,600円
304,200円

290,700円

281,000円

支給額
市長
副市長
教育長
議長
副議長
常任・議会運営
委員会の委員長
議員

給
　料

報
　酬

借家
（家賃月額が12,000円超の場合に限る）

住宅
手当

原則、通勤距離が片道２km以上 

家賃の額に応じて
（上限27,000円）

片道の距離に対応
（3,500円～13,700円）

通勤
手当

4．職員の休業に関する状況

●自己啓発等休業…………0人
●育児休業……女性職員　2人
●大学院修学休業…………0人
※平成29年度中に新たに取得した者と平成28年以前から引き続き取得している者の合計

5．勤務時間その他の勤務条件

●勤務時間……始業時間 8：30　終業時間 17：15　1週間の勤務時間 38時間45分

●一般行政職員の休暇取得状況（平成29年）

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000
9000

総取得日数 付与日数

8,077日

全体職員数：205人　　平均取得日数：13日

2,636日
（消化率32.6％）

2,636日
（消化率32.6％）

6．職員の分限及び懲戒処分の状況

●分限処分
　勤務実績が良くない職員、心身に故障のある職員に対しては、公務能率の維持及び
その適正な運営の確保のために、後任・免職・休職等の処分を行うことができます。
　（平成29年度　心身の故障により休職処分を受けた職員 6人）

●懲戒処分
　職務上の義務に違反した職員に対しては、その同義的責任を問い、公務における規律
と秩序を維持するために、戒告・減給等の不利益処分を行うことができます。
　（平成29年度　懲戒処分を受けた職員 0人）

7．職員の服務状況

　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては全力を挙げてこれに
専念しなければなりません。また、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務・信用失墜行為の禁止・秘密を守
る義務・職務に専念する義務・政治的行為の制限・争議行為等の禁止・営利企業等の従事制限が課されています。

●営利企業等従事許可の状況
　職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利企業の役員を兼ね、もしくは自ら営利企業を営み、又は報酬を
得て如何なる事業等にも従事してはならないとされています。
　平成29年度には9件の申請がなされ、許可しています。

8．職員の退職管理

　いちき串木野市職員の退職管理に関する規則等では、営利企業等に再就職した
元職員に対し、離職前の職務に関して、現職の職員への働きかけを禁止しています。

9．職員の研修参加状況（平成29年度）

参加人数研修項目
6人

40人
261人

3人

新規採用職員研修（前・後期）
自治研修センター研修
英語研修
かしん経営大学研修

10．職員の福祉および利益の保護

受診者数区　　分
148人
106人
143人
170人

血液検査
便潜血検査
レントゲン検査
人間ドック

（福利厚生制度に関する状況）
11．公平委員会に係る業務の状況

件　　数内　　容
0件
0件

勤務条件に関する措置の要求
不利益処分に関する不服申し立て

参加人数研修項目
65人
51人

4人
2人

窓口サービスステップアップ研修
認知症サポーター研修
串木野青年会議所研修
地域リーダー研修（やねだん）
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　実施しています。

区　　　分 支給月額
6,500円

10,000円
6,500円

5,000円

配偶者以外扶養
手当

子
父母等

扶養家族のうち子１人につき
（16歳に達する年度初め～22歳に達する年度末）

配偶者

【特別職の報酬等（平成30年4月1日現在）】

808,000円
638,000円
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　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては全力を挙げてこれに
専念しなければなりません。また、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務・信用失墜行為の禁止・秘密を守
る義務・職務に専念する義務・政治的行為の制限・争議行為等の禁止・営利企業等の従事制限が課されています。

●営利企業等従事許可の状況
　職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利企業の役員を兼ね、もしくは自ら営利企業を営み、又は報酬を
得て如何なる事業等にも従事してはならないとされています。
　平成29年度には9件の申請がなされ、許可しています。

8．職員の退職管理

　いちき串木野市職員の退職管理に関する規則等では、営利企業等に再就職した
元職員に対し、離職前の職務に関して、現職の職員への働きかけを禁止しています。

9．職員の研修参加状況（平成29年度）

参加人数研修項目
6人

40人
261人

3人

新規採用職員研修（前・後期）
自治研修センター研修
英語研修
かしん経営大学研修

10．職員の福祉および利益の保護

受診者数区　　分
148人
106人
143人
170人

血液検査
便潜血検査
レントゲン検査
人間ドック

（福利厚生制度に関する状況）
11．公平委員会に係る業務の状況

件　　数内　　容
0件
0件

勤務条件に関する措置の要求
不利益処分に関する不服申し立て

参加人数研修項目
65人
51人

4人
2人

窓口サービスステップアップ研修
認知症サポーター研修
串木野青年会議所研修
地域リーダー研修（やねだん）
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市来湊
祇園祭
７月 28 日、湊地区
で祇園祭が開催され
ました。
男山２台女山２台の、
４つの山車が町を
ゆっくりと練り歩き、
夜にはライトアップ
されて幻想的に美し
く映えていました。

七夕踊 ８月 5 日、大里地区において七夕
踊が行われました。
鹿、虎、牛、鶴のほか、琉球王行列、
大名行列、薙刀行列、太鼓踊と
続きました。

羽島南方神社
太鼓踊
羽島南方神社の夏季大祭が８月 19 日に行われ、中高生
を中心に小学６年生から 30 代の若者 22 名が、色鮮や
かな笹旗や花笠を身に付け、太鼓と鉦を打ち鳴らしなが
ら、勇壮な踊りで五穀豊穣や無病息災を祈りました。

川上踊
８月 26 日、川上地区で川
上踊が行われました。最年
少５歳の男の子を含む 26
名が太鼓と鉦の音に合わせ
て、力強く踊りました。

祭りの記憶 　今年も暑い夏となったが、それを忘れさせてくれるよ
うな活気ある「祭り」が市内各地で行われました。
　市来湊祇園祭を皮切りに、古くから親しまれた世代を
つなぐ時間が流れ、訪れた観客を魅了していました。
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　南薩砂利株式会社から市立幼稚園、小学校、中
学校へ砂が無償で提供されました。
　日頃の感謝をこめて、地域の子ども達のために
少しでも役に立てたらと毎年提供を続け、今年で
16回目になります。
　市来幼稚園では９月３日、新学期を迎えた子ど
も達が、早速砂山で楽しそうに遊んでいました。
　今年も温かい善意をありがとうございました。

　昭和通在住の宮路武久さんが、７月29日に岡山
市で開催された第４回防具付全日本空手道選手権
大会に出場し、見事初優勝しました。全国から集
まった各道場推薦による精鋭19名が出場した一般
Ⅱ部男子組手の階級に出場。
　１回戦から相手を圧倒する試合運びで、決勝で
は得意の右突きが決まり、一本勝ちで頂点に立ち
ました。
　道統少林寺流空手道連盟龍勇舘に所属する宮路
さんは、高校生で空手を経験した後、40歳を過ぎ
てから復帰。来年も出場し、「２連覇を狙いたい」
と力強く話しました。
　おめでとうございます。

学校・幼稚園の子ども達へ砂を提供

防具付空手　全国大会優勝

　８月22日に伊集院保健所にて、平成30年度献血
功労者保健所長表彰があり、いちき串木野市赤十
字奉仕団が表彰されました。
　今回の受賞は、献血者確保のための呼びかけな
ど、献血活動に積極的な協力を行った実績による
ものです。

　８月17日、ＪＡさつま日置串木野支所でネタロ
ウスイカの品評会が開催されました。
　市内の栽培者33人が50点を出品し、大きさ、色、
形を競いました。ネタロウスイカは作りやすい、
数が取れる、味が良いと人気で、栽培する農家が
増えているとのことです。
　今年度は、市から希望する農家へ1,000株ほど苗
を提供しました。来年度も同程度提供する予定で
す。栽培に興味のあ
る方は、市農政課ま
でご連絡ください。
　また、出品された
ネタロウスイカは市
内の各養護老人施設
へ寄贈されました。

ネタロウスイカ品評会

平成30年度献血功労者
保健所長表彰を受賞
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　地産地消と食育の推進を目的として、８月３日
に中央公民館で市生活研究グループ主催の料理教
室が開催されました。
　今回のメニューは「おくら丼」「なすのはさみ揚
げ」「かぼちゃの冷やし汁」「夏野菜の粕和え」等で、
約20名の参加者は、今が旬の地元食材をふんだん
に使った料理を楽しく学びました。

　串木野・甑島航路の串木野新港に簡易待合所が
設置されました。
　これは、離島航路の経営支援とフェリー「ニュー
こしき」の利便性の向上を図るため、日本財団の
助成を受けて（公財）九州運輸振興センターが製
作し、無償で設置されたものです。
　フェリー乗降の際、荒天の雨除けや炎天下時の
日除けなど、利用しやすい快適な環境整備につな
がることが期待されます。
　なお、提供を受けた簡易待合所には、（公財）九
州運輸振興センターの名前とマークが表示してあ
ります。

地産地消！夏野菜料理教室

　８月３日、串木野中学校から生徒会、吹奏楽部、
ボランティアの66名が、潮風園を訪問しました。
これは、串木野中学校が毎年行っているもので、
生徒たちは、入所者の部屋の掃除などを手伝い、
吹奏楽部は演奏を披露しました。
　３年生の平田心

この ん

暖さんは、「１か月前くらいから
計画をして、数日前から準備をした。入所者が喜
んでくれて楽しかった。今後も続いてほしい」と
話しました。
　入所者は、生徒の演奏に聞き入り、演奏後は笑
顔で拍手を送っていました。

串中　潮風園訪問

串木野新港に
簡易待合所が設置されました

「宝くじ助成金」でイベント用
ステージを購入し、夏祭りを開催

　８月４日、湊交流セン
ターで、「みなと地区夏
祭り」が開催されました。
ステージイベントや、出
店、抽選会があり、地区
内外から多くの人でにぎ
わいました。
　このステージは、湊地区まちづくり協議会が、
（一財）自治総合センターの、宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじの受託事業収入を財源とし
て実施している、コミュニティ助成事業を活用し、
アルミステージを購入したものです。
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100歳おめでとうございます

　８月５日に谷山幸子さん（坂下）が、100歳の誕
生日を迎えられました。
　谷山さんには、市からお祝いの花や記念品など
を贈呈しました。現在、本市の100歳以上の方は30
名（９月10日時点）です。
　いつまでもお元気で長生きしてください。

　８月15日、土川漁港で「盆船流し」といわれる
精霊流しがありました。これは、土川地区で故人
を悼む盆の恒例行事として行われているものです。
　初盆を迎えた家族は、提灯を飾り、団子等を供
えた長さ約１メートルの盆船を、漁船で約500メー
トル沖合まで乗せ、「よかとこにいっきゃんせよ」
と声をかけながら、一隻ずつ海に浮かべました。
　その様子を見守った土川地区の安藤強さんは、
「伝統行事なので、これからも続いてほしい」と話
しました。

盆船流し　しめやかに車椅子の寄贈受納式

　８月21日、社会福祉法人照島会から、市へ車椅
子15台が寄贈されました。今回の寄贈は、高齢者
や障がいのある方が社会に参加し、健康づくりや
安心安全で豊かな生活の質の向上につながるよう
に活用してほしいと贈られたものです。
　この車椅子は、学校・体育施設などの公共施設に
配置し、大切に活用させていただきます。

開運！なんでも鑑定団

　８月25日、市民文化センターで「開運！なんで
も鑑定団」の収録がありました。
　普段テレビでしか見ることのできない収録に、
およそ600名が観覧に訪れました。６名のお宝依頼
人と司会者の掛け合いに、会場は笑いの渦に包ま
れました。
　放送は、10月14日（日）正午から放送予定です。
　ぜひ、ご覧ください。

遊べる防災まつり開催

　８月２日、串木野養護学校ＰＴＡは「遊べる防
災まつり」を開催しました。原発防災ＤＶＤを視
聴したあと、防災キーワードにちなんだ防災かる
たとりや、消防職員と一緒に消火器やバケツリ
レー、社会福祉協議会・食生活改善推進員の方と
一緒に災害炊飯などを体験しました。遊びながら
子どもも大人も真剣に学んでいました。

谷山幸子さん
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南日本チビっ子サッカー 2018年大会

　ロータリークラブが毎年実施している「青少年
交換留学生事業」に、本市から初めて鹿児島情報
高校２年の松元美羽さんが選ばれ、１年間、台湾
に留学することになりました。また、松元さんの
交換留学生として、台湾・花蓮市から荘

そうえいちょう

詠超さん
が来日しました。２人には、両国の懸け橋となり、
本市をPRしていただくため、「国際交流大使」を委
嘱しました。

国際交流大使就任

　８月23日から27日にかけて南日本チビっ子サッ
カー 2018年大会が鹿児島市の桜島多目的広場など
で開催され、串木野FCスポーツ少年団が準優勝に
輝きました。
　全１３２チームが参加した本大会で準優勝の快挙に
主将の松下永遠くんは、「この結果をバネにして、
またがんばりたい」と力強く話しました。
　また、串木野FC所属の松下永遠選手が敢闘賞、
鈴木悠仁選手がベストメンバーにそれぞれ選ばれ
ました。
　串木野FCスポーツ少年団の今後の活躍を期待し
ます。

笑顔ひろがる　生福かかし祭り

　終戦から73年を迎えた８月15日に、いちき串木
野市戦没者追悼式が市民文化センターで行われま
した。
　式典には、遺族や関係者等約170人が参列し、戦
没者の冥福を祈りました。

戦没者追悼式

　８月11日～９月16日、生福保育所前の県道沿い
で第６回生福かかし祭りが開催されました。
　これは、生福地区まちづくり協議会が地域の今
昔、社会の風刺などをかかしに込め、潤いのある
まちづくりにするため、毎年開催しているものです。
　生福地区の自治公民館、子ども会などから、61
作品、89体の出展があり、今年は、西郷隆盛など「セ
ゴドンシリーズ」も登場。８月末までコンテスト
も開催され、来場者は珍しいものやユニークなも
のなど、力作揃いの作品を笑顔で審査していました。

答えはこの広報紙のどこかにあります。

問い：「虫追踊」は、大里地区で毎年行われている郷土
芸能です。
昔、源平時代に斎藤実盛という武将が敵と戦って
いる時、乗っていた馬がある物につまずいて倒れ、
討たれて死にました。その恨みから、虫となって
稲を害するようになったという伝説があり、「虫追
踊」はそれを祀るために始まったとされています。
さて、そのある物とはなんでしょう。

①田んぼのあぜ
②稲の切り株
③田んぼの泥

　斎藤実盛は、乗っていた馬が稲の切り株につ
まずいて倒れたところを敵から討たれ、その恨
みから虫となったという伝説です。
　西日本では、「実盛送り」という行事を行っ
ているところも多いそうです。
　「虫追踊」は、踊り手が鉦と太鼓を持ち、独
特のリズムを奏でながら踊ります。そのリズム
は現在の音楽に通じるところがあ
るようにも感じられます。
　ぜひ、一度ご覧になってみてく
ださい。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□

クイズ 知っちょっけ？クイズ 知っちょっけ？

クイズ 知っちょっけ？クイズ 知っちょっけ？
答え：②稲の切り株
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　７月28日、生冠中グラウンドで第13回いちき串
木野市陸上選手権大会（ナイター陸上）が行われ
ました。大会には、市内の小学生を中心に10６人の
出場があり、参加者は練習の成果を発揮していま
した。
　各種目の１位は次のとおりです。� 【敬称略】
●100ｍ走
　（小学生の部）
　１年男子　川畑　龍愛　（串西陸上）２０秒６６
　　　女子　楮山　未来　（羽島陸上）１９秒２２
　２年男子　西川　友稀　（串西陸上）１９秒３９
　　　女子　村田　彩絆　（生福陸上）１９秒２６
　３年男子　祐下　竜毅　（串西陸上）１８秒０１
　　　女子　下茂　凜香　（串西陸上）１７秒３５
　４年男子　楮山　仁智　（羽島陸上）１６秒０５
　　　女子　松田　咲羽　（生福陸上）１６秒３７
　５年男子　仮屋　　玲　（串西陸上）１６秒２２
　　　女子　神田　凜桜　（生福陸上）１７秒９２
　６年男子　益山　昊大　（串西陸上）１４秒８１
　　　女子　黒木　悠那　（羽島陸上）１６秒７５
　（中学生の部）
　　　男子　川添　　翔　（串西陸上）１３秒１７
●800ｍ走
　（小学生の部）
　１年男子　川畑　龍愛　（串西陸上）３分５８秒
　　　女子　黒木　悠依　（羽島陸上）３分５３秒
　２年男子　福薗　穏門　（羽島陸上）３分２３秒
　　　女子　村田　彩絆　（生福陸上）３分２２秒
　３年男子　永原　悠翔　（串木野小）３分１１秒
　　　女子　久保　舞佳　（羽島陸上）３分１０秒
　４年男子　鮫島慎之介　（羽島陸上）２分５７秒
　　　女子　勝田　乙葉　（串西陸上）３分０３秒
　５年男子　仮屋　　玲　（串西陸上）２分４２秒
　　　女子　神田　凜桜　（生福陸上）３分０１秒
　６年男子　益山　昊大　（串西陸上）２分４３秒
　　　女子　橋本　愛梨　（串西陸上）２分４５秒
　（中学生の部）
　　　男子　勝田　聖也　（串西陸上）２分３５秒
●400ｍリレー
　小学男子　串西陸上Ａ   1分０３秒
　小学女子　串西陸上Ａ   1分０９秒

市陸上選手権大会（ナイター陸上）

　８月５日、多目的グラウンドで第13回会長旗争
奪軟式野球大会が開催され、参加した３チームが
熱戦を繰り広げました。
●優勝　サプライズ
●準優勝　キングベースボールクラブ

第13回会長旗争奪軟式野球大会

Ｂ＆Ｇ海の日クリーンフェスティバル
マリンスポーツ大会

　８月19日、五反田川河口のＢ＆Ｇ海洋センター
艇庫で約40名の参加によりマリンスポーツ大会が
開催されました。
　参加者は、事前に行われてきたカヌー教室など
の集大成としてレースを行い、マリンスポーツに
親しみました。

　８月２日、長崎鼻海水プールで、串木野海上保
安部の職員を講師に、水辺の安全教室が開催され
ました。
　海や水辺などでの安全な行動の仕方や、おぼれ
ないための工夫、ライフジャケットの正しい着用
の仕方など、参加者は真剣に聞き入っていました。

Ｂ＆Ｇ海洋センター「水辺の安全教室」
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　７月29日、第13回いちき串木野市水泳選手権大
会が串木野西中学校プールで開催されました。
　大会新記録も生まれ、選手は日頃の練習の成果
を発揮しました。
　各種目の１位は次のとおりです。（敬称略）
【小学校の部】
25ｍ自由形　　男子　祐下　竜毅　　　28秒20
50ｍ自由形　　男子　富田　琉雅　　　41秒97
　　　　　　　女子　久保　柚月　　　57秒85
50ｍ平泳ぎ　　男子　富田　琉雅　　　54秒23
　　　　　　　女子　久松　香織　１分12秒00
50ｍ背泳ぎ　　男子　中夷　絢耀　１分09秒95
　　　　　　　女子　高橋　紅乃　１分09秒48
100ｍ自由形　　男子　斎野　力暉　１分59秒19
【中学校の部】
50ｍ自由形　　男子　西久保陽向　　　32秒38
50ｍ平泳ぎ　　男子　野村　　奨　　　33秒03
50ｍ背泳ぎ　　男子　中島　優斗　　　37秒29
100ｍ自由形　　男子　西久保陽向　１分10秒41
100ｍ平泳ぎ　　男子　野村　　奨　１分11秒12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会新
200ｍ個人メドレー
　　　　　　　男子　中島　優斗　２分56秒19
【高校の部】
50ｍ自由形　　男子　野村　遵成　　　28秒26
50ｍ背泳ぎ　　男子　江藤　楓真　　　31秒37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会新
100ｍ背泳ぎ　　男子　江藤　楓真　１分08秒45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会新
【一般の部】
50ｍ自由形　　男子　福山　洋雄　　　29秒48
50ｍ平泳ぎ　　男子　中野　博之　　　38秒17
50ｍ背泳ぎ　　男子　福山　洋雄　　　36秒44

第13回市水泳選手権大会

最優秀選手賞　江藤楓真さん
（鹿児島高校２年）

明治維新150周年記念平成30年度鹿児島県
地方青少年柔道錬成大会

　８月９日･10日の２日間、総合体育館で柔道錬成
大会が開催されました。
　（公財）日本武道館から２名、地元から２名の講
師を招き、柔道の基本動作･基本技能等の実技や柔
道の歴史などに関する講話がありました。参加者
は技能の向上を図るとともに、柔道についてより
理解を深めていました。

第１回いちき串木野市多目的グラウンド杯
親善グラウンド・ゴルフ大会結果

　８月23日、第１回いちき串木野市多目的グラウ
ンド杯親善グラウンド・ゴルフ大会が開催されま
した。市内外から39チームの参加があり熱戦が繰
り広げられました。
●団体の部　優　勝　いちき観音桜（280打）
　　　　　　準優勝　伊集院すばる・春山同好会
　　　　　　　　　　　　　　　　（286打）
　　　　　　第３位　川内よもぎ（287打）
●個人の部　優　勝　大久保秀昭（43打）
　　　　　　準優勝　石原　親夫（47打）
　　　　　　第３位　岸上　敏弘（48打）
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